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     小口 巌  
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「2008 年５月期 第１四半期 連結業績概要」のお知らせ 

 

「平成 20 年５月期 第１四半期財務・業績の概況」に関する補足説明の資料として、添付の「2008

年５月期第１四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

 また、従来の補足説明資料は四半期の決算短信の様式変更に伴い廃止とし、決算短信（平成 20

年５月期 第１四半期財務・業績の概況）の「その他の情報」と本資料に主な項目を記載してお

ります。 

 

なお、本資料は公認会計士または監査法人の関与はありません。 
また、現時点での入手データを基に作成しております。 

以 上 
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07～09/５期
（次世代ビジネスモデルへの変革）

～01/５期
（カタログビジネスモデルによる高成長）

02～04/５期

（基盤の磨き込み）
05～06/５期
（持続的成長）

単位：億円

売上高、営業利益率の推移

Ⅰ．アスクル 現在のステージ

売上高 ：棒グラフ（左目盛）

営業利益率：折線（右目盛）

大きな飛躍のための大規模な設備投資と継続的なコスト構造改革

10/５期～
（大きな飛躍）

文具ﾒｰｶｰ
最大手参入

事務機大手
本格参入

ｵﾌｨｽ･ﾃﾞﾎﾟ (96/５月)
ｵﾌｨｽ･ﾏｯｸｽ(97/11月)

コクヨ (00/10月)

大塚商会

（注） 97/５期までのデータは、プラス㈱

アスクル事業部としてのものであり、

公認会計士または監査法人による

関与はありません。
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94/５期 96/５期 98/５期 00/５期 02/５期 06/５期 08/５期 10/5

ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ等
企業一括契約

購買ﾓﾃﾞﾙ

先行優位性
確立のための

先行投資

外資大手
日本進出

除く、
アスクルアリーナ等
売上高

アスクルアリーナ等
売上高

新たな収益機会
獲得のための

先行投資

（事業年度）04/５期

3

次世代ビジネスモデルへの事業展開

93/５期 07/５期

事
業

展
開

カタロクベース、 在庫型、 オフィス用品
e-Pro・アスクルアリーナ

中小事業所・個人への商品・

サービス提供Web・カタログ

1997年
アスクル株式会社

ビジネスモデル変革

第二成長期

アスクルは、次の大きな飛躍に向けて、カタログから企業一括
電子購買ビジネスへの新たな変革期の２年目を迎えました。

企業一括電子購買契約モデル

現 在

・00/６月 大手企業向けサプライ開始
・01/４月 日本アリバ㈱出資

・01/８月 アスクルアリーナ（企業一括電子購買システム）への投資
・03/９月 アスクルアリーナを機能強化

0707//５期５期本本決算説明会資料決算説明会資料より抜粋より抜粋

（事業年度）
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860

1,347

1,349

▲505

844

4,594

差 額
（B）-（A）

+137.0

+111.7

+112.2

▲5.8

+8.6

+11.5

前期比
（B）/（A）－１

2.1

4.2

4.2

20.5

24.8

100.0

(ご参考）
中間期見通し

売上比

3.4

5.8

5.7

18.4

24.1

100.0

売上比

1,489

2,554

2,551

8,145

10,697

44,402

金 額
（B）

2008/５期 第１四半期

100.039,808売上高

1.6

3.0

3.0

21.8

24.8

売上比

8,650販管費

9,852売上総利益

1,206経常利益

628当期純利益

1,202営業利益

金 額
（A）

2007/５期 第１四半期

％ ％百万円 ％

Ⅱ. 第１四半期業績の概要

％百万円 百万円

2007/５期からのコスト構造改革の成果により
売上高販管費比率のベースは、18％台に。
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１．売上増による売上総利益の増加 ＋11.3億円
【主な要因】
・オフィス家具、生活雑貨の売上増
（家具の品揃え、サービスおよび各専門ショップの充実）

２．売上総利益率の低下による利益減 △2.9億円
【主な要因】
・コピー用紙の原価値上がり他
※2007/10月からのコピー用紙の販売価格値上げにより売上総利益率は
改善の見込み

３．販管費削減による利益増 ＋5.0億円
売上高の増加に伴う販管費の上昇分も吸収
【主な要因】
（1） 2007/５期 下期より継続的に経費管理を強化

（主に、配送費、コスト構造改革プロジェクト関連）

（２） 主な広告媒体を新聞からインターネットへ移行によるコスト減

（３）先行投資的費用は、第１四半期約2億円（今期通期 約21億円予定）
2007/５期 第１四半期（主に、ＴＶＣＦ、新大阪物流センター関連等実施）
と比べて大幅に減少

営業利益 増加額 計 ＋13.4億円

第１四半期業績前年同期比較 ー 主なポイント

7

30

100

170

240

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

07/5期

05/5期

06/5期

442億円
前１Ｑ比 +11.6%

単位:月度

単位:億円

08/5期

稼
動
日
数

稼
動
日
数

当期当期

前期前期

７７88

７７77

単体単体

前期比前期比 +11.6%+11.6%

売上高の推移

売上高 = 購入お客様数 x 購入お客様単価

連結で予想中間期売上高の前期比を＋連結で予想中間期売上高の前期比を＋22..88％上回る％上回る
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140

160

180

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単位:月度

前１Ｑ比
+10.1%

前期比前期比 +10.1%+10.1%

購入お客様数の推移

07/5期

05/5期

06/5期

08/5期

＊＊04/04/６６月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

堅調に対前期比堅調に対前期比 ２桁成長を継続２桁成長を継続

単体単体
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80

100

120

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単位:月度

前１Ｑ比
+1.4%

前期比前期比 +1.4%+1.4%

購入お客様単価の推移

07/5期

05/5期

06/5期

08/5期

購入お客様単価も堅調に推移購入お客様単価も堅調に推移

単体単体

＊＊04/04/６６月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

02/５月 03/５月 04/５月 05/５月 06/５月 07/５月

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

ee--Pro Pro 

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾄ

ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ﾎﾟｰﾀﾙﾎﾟｰﾀﾙ
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

個個 人人

単位 : 社 8,914社
（07/８/20時点）

企業一括電子購買システムのご登録企業数の推移

次世代ビジネスモデルのお客様基盤となる中堅・大企業の契約企業数の推移も堅調次世代ビジネスモデルのお客様基盤となる中堅・大企業の契約企業数の推移も堅調

契約契約企業数の推移企業数の推移（アスクルアリーナ）（アスクルアリーナ）

（月度）

8,323社
（07/５/20時点）

11
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5,000

10,000

04/５月 05/５月 06/５月 07/５月 08/５月

0

100

200

300

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期

単位：億円 単位：社

※ｱｽｸﾙｱﾘｰﾅ等の売上金額は社内で確認している数値で
あり、公認会計士または監査法人の関与はございません。

300億円
突破を目指す

（事業年度） （月度）

アスクルアリーナ等
売上金額の推移

アスクルアリーナ
累計ご登録企業数の推移

目標へのチャレンジ ほぼ計画通りの推移

66億円
（第１四半期実績）

8,914社
（07/８/20時点）

1万社突破
を目指す
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0

100

200

300

04/５期 05/５期 06/５期 07/５期 08/５期

専門ショップの充実

（事業年度）

単位:億円

71億円
（第１四半期実績）

次世代ビジネスに向けた商材の拡大

売上高３１0億円
を目指し、13店へ

専門ショップ
2004/５期 ４店 → 2007/５期 11店

（１）梱包 （２）ランプ （３）洗剤
（４）生活消耗紙 （５）収納 （６）袋
（７）コーヒー （８）飲食業務用品 （９）名札
（10）おもてなし （11）店舗用品

2007/8月発刊 カタログにて
・トナー・インクメガストア新設
・無印良品、伊勢丹をショップ化
・店舗用品・袋ショップを統合

13

Ⅲ. 通期業績の見通し

+137.0

+111.7

+112.2

△5.8

+8.6

+11.5

前期比

2.5

5.0

5.0

19.8

24.8

100.0

売上比

+43.3

+41.7

+43.0

+5.1

+10.1

+8.7

前期比

4,940

9,735

9,719

38,455

48,174

193,924

金額

2008/５期 通期
見 通 し

+10.0100.091,672100.044,402売上高

3.4

5.8

5.7

18.4

24.1

売上比

+10.020.518,8138,145販管費

+11.324.822,69110,697売上総利益

+15.84.23,8832,554経常利益

+13.72.11,9641,489当期純利益

+16.94.23,8782,551営業利益

前期比売上比金額金 額

2008/５期 中間期
見 通 し

2008/５期 第１四半期
実 績

％ ％百万円 百万円％ 百万円％ ％％

第１四半期は、売上、利益ともに計画を上回りました。
先行き不透明な経済環境およびコピー用紙販売動向の不確実性を
考慮し、中間期、通期の見通しは変更しておりません。
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Ⅳ. 主なトピックス

１．環境に配慮した商品・サービスの拡充

２．新物流拠点「仙台ＤＭＣ」を新設、稼働

15

グリーン商品カタログ掲載数の拡大
アスクルカタログ2007秋冬号 約7,600アイテム（前回 約6,700アイテム）

１．環境に配慮した商品・サービスの拡充

（１） 環境に配慮した調達への感応度が高いアスクルアリーナの
お客様（中堅・大企業）支持の獲得

（２） 環境保全への貢献
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お客様の求める環境配慮型サービスの充実

17

アスクルの家具とエコロジー
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稼働開始 ： 2007年８月
敷地面積 ： 19,282平方メートル
建築面積 ： 11,345平方メートル
延床面積 ： 約38,266平方メートル
建物階数 ： 地上４階建

２．新物流拠点「仙台ＤＭＣ」稼働

次世代ビジネスモデルに向けての物流基盤整備

昨年開設した大阪の次世代型物流センターに続き
東北・北海道の拠点となる最新鋭の物流設備・シス
テムを導入した物流センターを仙台に開設しました。

19

付 録
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《付録》

① インターネット売上高比率

② オリジナル商品

50.9％△4.2％ポイント46.7％上 記 以 外

49.1％＋4.2％ポイント53.3％イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由

2007/５期
第１四半期

前期差
2008/５期
第１四半期

12.5％△0.5％ﾎﾟｲﾝﾄ12.0％売 上 高 構 成 比

21,080＋6,27027,350カタログ掲載商品数

2,195＋3402,535オ リ ジ ナ ル 商 品 数

2007/５期 8月度前期差2008/５期 ８月度

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。
（注２） 各期第１四半期の単体実績を記載しております。

（注１） 各期８月度の単月・単体実績を記載しております。

（注２） 売上高構成比には、オリジナル・コピーペーパーは含まれておりません。
（注３） 各数値には、メディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログ、家具カタログ掲載品を含みます。

（単位：SKU）

21

《付録》

③ 従業員数

367名

（ - ）

395名

（84名）

従 業 員 数

外（倉庫内パート・アルバイト）

2007/５期
第１四半期末

2008/５期
第１四半期末

（注１） 従業員数は就業人数（当社グループ内への出向者を含めております。）であり、倉庫内パート・
アルバイトは、期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。

（注２） 名古屋物流センター倉庫内勤務者を人材派遣から一部当社直接雇用に変更したため、外数で
記載しております。
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181.6%

21.6%

39.3%

1,1872,156ソフトウェア仮勘定（注2）

1,671361建 設 仮 勘 定 （ 注 2 ）

4618リ ー ス 契 約 金 額

（単位：百万円）

（参 考）

（注１）設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。
（注２）建設仮勘定およびソフトウェア仮勘定は消費税等を含んでおります。
（注３）2008/５期 第１四半期における主な設備投資は以下の通りであります。

間接材一括購買システム一式 385百万円
仙台DMC設備一式 161百万円
個人向け購買サイト再構築 36百万円

《付録》

86.8％

25.6％

59.9％

前期比

2007/５期
第１四半期

2008/５期
第１四半期科目名

788684無 形 固 定 資 産

619158有 形 固 定 資 産

1,407843【 設 備 投 資 額 】

金 額金 額

④ 設備投資

23

《付録》

⑤ 2007年５月期 品目別売上高・粗利率（連結）
「平成20年５月期 第１四半期財務・業績の概況」の「その他の情報」記載の品目区分一部変更に伴い、前期
（2007年５月期）実績を変更後の品目区分に組替えて記載しております。 （単位：百万円）

（注） 内書き記載のプリント・オン・デマンドは、金額の重要性の観点から2008/5期より開示いたしません。
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（ご注意）
この資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。

これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が
計画･予想したものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素
によりこの計画などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、
保証するものではございません。
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